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「東北大学雨宮キャンパス跡地」における土地活用の共同検討について 

 
 イオンモール株式会社（以下、「イオンモール」）は、国立大学法人東北大学（以下、「東北

大学」）が入札公告した東北大学農学部「雨宮キャンパス跡地」の活用について応募、２０１

４年１月に開発事業者として選定され、現在その活用方法について検討を進めています。 
この度、イオンモールと一般財団法人厚生会（以下、「厚生会」）は、「東北大学キャンパ

ス移転まちづくり会議」により発表された「雨宮キャンパス移転まちづくり検討報告書」（以

下、「検討報告書」）を尊重し、東北大学雨宮キャンパス跡地の土地活用における医療・福

祉施設の設置について、共同で検討を進めていくことに合意いたしましたので、ご案内申

し上げます。 
 
■計画について 
 本計画地である東北大学農学部のキャンパス「雨宮キャンパス」は、「仙台駅」から約 2
㎞、仙台市役所から約 1㎞に位置し、2016年度には青葉山新キャンパスへの移転を予定し
ています。 
 本計画地については、仙台都心周辺部の市街地にあることやその規模などから、仙台商

工会議所をはじめ、東北大学、仙台市、学識経験者で構成される「東北大学キャンパス移

転まちづくり会議」により、キャンパス移転後のまちづくりに関する検討が行われ、2013
年 4月には「検討報告書」が発表されています。 
 イオンモールは、この「検討報告書」を尊重し、『“Sustainable Community”－多様な
世代が住み、交流し、将来的にわたって継承される緑豊かなコミュニティ－』をコンセプ

トとし、商業施設をはじめ、医療・福祉施設（地域医療支援病院）、集合住宅施設のほか、

自動車用通路や歩行者空間、広場を設けることなどの計画を仙台市に提案しています。こ

の度、この内の医療・福祉施設の設置について、イオンモールと厚生会が共同で検討し、

詳細な計画及びその推進については厚生会が担うことにより、「検討報告書」が掲げたコン

セプト『「杜の都」の“まちなか暮らし”を先導するスマートタウン』の実現に寄与してま

いります。 
 
[計画地概要] 
 所 在 地：宮城県仙台市青葉区堤通雨宮町 10番 3 
 敷地面積：約 93,000㎡ 
 
[厚生会の概要] 
 名 称：一般財団法人厚生会  
代表理事：目黒 泰一郎 

 住 所：宮城県仙台市青葉区広瀬町 4番 15号 
 
[本件に関するお問い合わせ先] 
 イオンモール株式会社 広報部 ＴＥＬ：０４３－２１２－６７３３ 
 一般財団法人厚生会 事務局 ＴＥＬ：０２２－２２２－６１８１ 


